第１９回　鹿児島県中学生空手道大会（兼，全国大会予選）実施要項
１　趣　旨　　　県内中学生の空手道を通して健全育成及び親睦交流を図ると共に，本県の空手道
　　　　　　　の競技力向上に寄与することを目的とする。また，本大会は全国中学生大会の予選
を兼ねて開催する。
　２　名　称　　　第１９回　鹿児島県中学生空手道大会（兼全国中学生空手道選手権大会予選）
　３　主　催　　　鹿児島県中学校空手道連盟
４　主　管　　　鹿児島県中学校空手道連盟
５　後　援　　　（公財）全空連・鹿児島県空手道連盟
６　日　時　　　令和４年６月５日（日）　　　　８時３０分～１６時００分（開館８：３０）
７　日　程　　　８時３０分～　９時００分　　　役員打ち合わせ・諸準備
　　　　　　　　　８時３０分～　９時００分　　　選手受付・登録確認
　　　　　　　　（８時４０分～　９時００分）　　諸会議（審判・監督・役員）
　　　　　　　　　９時１０分～　９時２０分　　　諸連絡
　　　　　　　　　９時３０分～１５時４５分　　　競技
　　　　　　　　１５時４５分～１６時００分　　　諸連絡
　８　 会　場　　　日置市伊集院総合体育館
　　　　　　　　　　日置市伊集院町郡一丁目60番地　　ＴＥＬ　０９９－２７３－１０３３
　９　参加資格　　全日本空手道連盟，鹿児島県空手道連盟に登録している者。
· 団体戦において所属中学校単位での参加とする。
· 中学校の部活動等で活動しており全空連及び県連に登録してない者，道場で全空連及び県連に登録してない者は，必ず全空連及び県連に登録すること。
１０　競技種目　　　男女別…　①団体組手　②個人組手（共通の部のみ）
　　　　　　　　　　　　　③団体形　　④個人形（共通の部のみ）
　　　　　　　　　＊新型コロナウイルス感染防止対策により個人種目については，共通の部のみとさせ
　　　　　　　　　ていただきます。
　　その結果から全国大会の選考をします。
１１　競技規定と方法
（1） 競技規定
　　全空連の競技規定及び中空連審判団申し合わせ事項による。
（2） 競技方法
1 団体組手競技，団体形競技は，学校別対抗とし各校からの参加制限はしない。
2 団体形，団体組手の選手人数は３人制とする。なお，団体組手は最低２名でも参加可能
　とする。（その場合は大将を棄権）※全国大会も各校男女別１チーム３人制（２名可能）です。
3 団体組手競技に登録された選手のオーダー変更は自由とする。
4 団体組手競技はチーム１試合目のみ勝敗に関係なく大将戦まで行い，その後は勝敗がついた時点で大将戦は行わない。
5 組手競技はトーナメント方式とする。
6 組手競技は６ポイント差とし，時間は１分３０秒フルタイムとする。
7 組み手競技は「先取」を適用する。
8 各種目３位決定戦を行う。
9 形競技　＊予選，準決勝，決勝共に採点方式とする。
10 本大会で演武できる形は，全空連得意形リストに記載されている形及び，鉄騎（ナイハ　　　　　　　　　　　ンチ） 初段～三段，サンチン，ゲキサイⅠ，ゲキサイⅡ，平安（ピンアン）初段～五段　　　　　　　　　　　とする。
11 予選は，全空連第１指定形，又は鉄騎（ナイハンチ）初段～三段，サンチン，ゲキサイⅠ，　　　　　　　　　　　ゲキサイⅡ，平安（ピンアン）初段～五段の中から選び演武する。ただし,準決勝進出に　　　　　　　　　　　関わる同点が出た場合は再演武を行う。その際の形は，予選で演武した以外の形とする。
12 準決勝は，全空連第２指定形の中から選び演武する。ただし決勝進出に関わる同点が出た場合は再演武を行う。その際の形は，準決勝で演武した以外の形とする。予選で演武した形を演武してもよい。
13 決勝は，全空連得意形リストの中から選び演武する。予選，準決勝で使用した形を演武　　　　　　　　　　　してもよい。順位決定で同点が出た場合は再演武を行う。その際の形は，決勝で演武した　　　　　　　　　　　以外の形とする。予選及び準決勝第で演武した形を演武してもよい。
14 準決勝・決勝進出に関わる同点は，次の順で勝敗を決する。
  ア　採用された得点内の最低点の比較
　イ　採用された得点内の最高点の比較
　ウ　イまで同点の場合，形を変えて再試合を行なう。
15 個人種目に登録された選手の変更は認めない。
（3） その他
（公財）全空連検定の安全具を必ず着用する。【赤・青の拳サポーター（リバーシブルは不可）】
1 男子組手競技の安全具（次の６点）
拳サポーター，ファールカップ，ボディープロテクター，ニューメンフォー，シンガード，インステップガード
2 女子組手競技の安全具（次の５点）
拳サポーター，ボディープロテクター，ニューメンフォー，シンガード，インステップガード
3 団体組手競技の場合は出場選手人数分の安全具を揃える。安全具は道衣の下に着用する。
4 マウスシールドを着用すること。
＊　全国大会では，高体連用のインステップガード・シンガードは使用できません。また，メンホー
　　はⅥ・Ⅶと指定されています。
１２　表　彰
（1） 個人種目・団体種目とも入賞者には賞状を授与する。
（2） 総合優勝校に賞状と優勝旗を授与する。（前年度優勝校にはレプリカを授与する）
　　（３）総合点数配分は下記の通りとする。
　　　　　団体戦…１位（１０点）２位（８点）３位（６点）
　　　　　個人戦…１位（６点）２位（５点）３位（４点）
１３　参加申込み　　　
　　（１）各中学校単位で下記宛に申し込むこと。
　　（２）大会申込用紙，個人用紙（団体戦も必要）を忘れずに送付して下さい。
　　（３）申し込み期日　　　令和４年５月１８日（水）　※必着のこと。
	〒８９３－１１０１
鹿屋市吾平町上名７５２０
鹿屋市立吾平中学校内　　平野　征作　℡0994－58－7126（吾平中学校）


１４　参加料の振り込み方法
（１）参加料は下記口座に振り込むこと。振り込む際は学校名を記入して下さい。また，送金通知書
　　　を大会申込書と合わせて，送付をお願いします。
（２）団体参加料は１チーム６，０００円（各種目ごとに必要）とする。
（３）個人参加料は１名１種目につき４，０００円（団体出場者も個人種目参加費は必要）とする。
※　新型コロナウイルス感染拡大の影響で，運営費が不足しており，昨年度より大幅に参加料が増え
　ておりますが，ご了承くださいますようお願いいたします。
（４）振り込み期限　　　令和４年５月１８日（水）（参加申し込みと同日）
	【金融機関名】ゆうちょ銀行
【店番】788
【店名】七八八（ナナハチハチ）
【預金種目】普通預金
【口座番号】２６５６３６６
【口座名】鹿児島県中学校空手道連盟
	※ゆうちょ銀行の口座を持っている方
【記号】１７８２０
【番号】２６５６３６６１
【口座名義】鹿児島県中学校空手道連盟


１５　参加上の注意
（1） 参加選手は，当該校の教職員，保護者，指導者のいずれかが引率するものとする。
（2） 競技中の傷害などの応急処置は主催者側で行うが，その後の責任は負わない。
（3） 参加選手は背部に学校名・氏名のゼッケンをつける。また，左胸は学校名のみ可，その他は取
り外すか，白布で隠す。ゼッケン（縦２０ｃｍ，横２５ｃｍ，上段に学校名，下段に氏名）
（4） 本大会は，民間競技団体主催による大会であり当該中学校には，本大会申し込み時における名
義使用のみをお願いするものとし，引率・参加経費・事故等については，すべて自己責任とする。ただし，当該中学校に空手道部がある学校についてはその限りではない。
　　（５）出場選手はあらかじめ健康診断を受けておく。
１６　その他
（1） 選手は各自でスポーツ傷害保険に加入しておくこと。
（2） 監督会議は大会当日，会場にて行う。
（3） 参加数により競技方法の変更も有り得る。その際，当日の監督会にて連絡します。
（４）閉会式終了後，全国大会の選考について役員会を行う。
（全国大会出場権…開催地枠で，現在のところ，各種目４位までが出場権獲得の予定です。）

（5） 組み合わせについては，５月３０日（月）以降，鹿児島県空手道連盟のホームページで確認
をお願いします。（名前，学校名が記載されます）
誤字，脱漏等については，鹿児島県中学校空手道連盟事務局（吾平中：平野）まで御連絡くだ
さい。
（６）全国大会に出場が決定した選手は，審判員派遣のために５００円徴収します。
（７）新型コロナウイルス感染拡大防止のため，保護者の入場を１名に制限します。
＊　全国大会参加には，全空連段位または級位の保有が必要です。
＊　上記（４）の対象チームもしくは個人が出場を辞退することはできません。
　＊　審判資格を保持されている方は，審判としての参加をお願いします。
＊　各学校，監督及びコーチをそれぞれ1名ずつ申請することができる。
　　申し込みの際，監督及びコーチ申請を行うこと。
＊　コートへの立ち入りは，申請届を提出した監督及びコーチのみ認める。
＊　本大会にて，全中大会へのタオル販売をします。今年度の鹿児島大会へのご協力お願いします。

‘æ


‚P


‚X


‰ñ


 


Ž­Ž™“‡Œ§’†Šw�¶‹óŽè“¹‘å‰ï�iŒ“�C‘S�‘‘å‰ï—\‘I�jŽÀŽ{—v�€


 


‚P


 


Žï


 


Ž|


   


Œ§“à’†Šw�¶‚Ì‹óŽè“¹‚ð’Ê‚µ‚ÄŒ’‘Sˆç�¬‹y‚Ñ�e–rŒð—¬‚ð�}‚é‚Æ‹¤‚É�C–{Œ§‚Ì‹óŽè“¹


 


       


‚Ì‹£‹Z—ÍŒü�ã‚ÉŠñ—^‚·‚é‚±‚Æ‚ð–Ú“I‚Æ‚·‚é�B‚Ü‚½�C–{‘å‰ï‚Í‘S�‘’†Šw�¶‘å‰ï‚Ì—\‘I


 


‚ðŒ“‚Ë‚ÄŠJ�Ã‚·‚é�B


 


 


‚Q


 


–¼


 


�Ì


   


‘æ


‚P


‚X


‰ñ


 


Ž­Ž™“‡Œ§’†Šw�¶‹óŽè“¹‘å‰ï�i


Œ“


‘S�‘


’†Šw�¶‹óŽè“¹‘IŽèŒ 


‘å‰ï—\‘I�j


 


 


‚R


 


Žå


 


�Ã


   


Ž­Ž™“‡Œ§’†Šw�Z‹óŽè“¹˜A–¿


 


‚S


 


Žå


 


ŠÇ


   


Ž­Ž™“‡Œ§’†Šw�Z‹óŽè“¹˜A–¿


 


‚T


 


Œã


 


‰‡


   


�iŒö�à�j


‘S‹ó˜A�EŽ­Ž™“‡Œ§‹óŽè“¹˜A–¿


 


‚U


 


“ú


 


Žž


  


 


—ß˜a


‚S


”N


‚U


ŒŽ


‚T


“ú�i“ú


�j


  


  


‚WŽž


‚R


‚O•ª�`‚P‚UŽž


‚O‚O•ª


�iŠJŠÙ‚W�F‚R‚O�j


 


‚V


 


“ú


 


’ö


   


‚WŽž


‚R


‚O•ª�`


 


‚X


Žž


‚O


‚O


•ª


   


–ðˆõ‘Å‚¿�‡‚í‚¹


�E


�”�€”õ


 


         


‚WŽž‚R‚O•ª�`


 


‚XŽž‚O


‚O


•ª


   


‘IŽèŽó•t�E“o˜^Šm”F


 


        


�i‚WŽž‚S‚O•ª�`


 


‚XŽž‚O


‚O


•ª�j


  


�”‰ï‹c�i�R”»�EŠÄ“Â�E–ðˆõ�j


 


         


‚XŽž‚P‚O•ª�`


 


‚XŽž‚Q


‚O


•ª


   


�”˜A—�


 


         


‚XŽž‚R‚O


•ª�`‚P‚TŽž‚S‚T•ª


   


‹£‹Z


 


        


‚P‚TŽž‚S‚T•ª�`‚P‚UŽž‚O‚O•ª


   


�”˜A—�


 


 


‚W


 


 


‰ï


 


�ê


   


“ú’uŽsˆÉ�W‰@‘��‡


‘ÌˆçŠÙ


 


          


“ú’uŽsˆÉ�W‰@’¬ŒSˆê’š–Ú


60


”Ô’n


  


‚s‚d‚k


 


‚O‚X‚X�|‚Q‚V‚R�|‚P‚O‚R‚R


 


 


‚X


 


ŽQ‰ÁŽ‘Ši


  


‘S“ú–{‹óŽè“¹˜A–¿


�CŽ­Ž™“‡Œ§‹óŽè“¹˜A–¿


‚É“o˜^‚µ‚Ä‚¢‚éŽÒ�B


 


�–


’c‘Ì�í‚É‚¨‚¢‚Ä�Š‘®’†Šw�Z’PˆÊ‚Å‚ÌŽQ‰Á‚Æ‚·‚é�B


 


�–


’†Šw�Z‚Ì•”Šˆ“®“™‚ÅŠˆ“®


‚µ‚Ä‚¨


‚è


‘S‹ó˜A‹y‚ÑŒ§˜A‚É“o˜^‚µ‚Ä‚È‚¢


ŽÒ�C“¹�ê‚Å‘S‹ó˜A


‹y‚ÑŒ§˜A‚É“o˜^‚µ‚Ä‚È‚¢ŽÒ‚Í


�C


•K‚¸


‘S‹ó˜A‹y‚ÑŒ§˜A‚É


“o˜^‚·‚é‚±‚Æ�B


 


‚P‚O


 


‹£‹ZŽí–Ú


   


’j�—•Ê�c


 


‡@’c‘Ì‘gŽè


 


‡AŒÂ�l‘gŽè�i‹¤’Ê‚Ì•”


‚Ì‚Ý


�j


 


             


‡B’c‘ÌŒ`


 


 


‡CŒÂ�lŒ`�i‹¤’Ê‚Ì•”


‚Ì‚Ý


�j


 


       


  


�–


�VŒ^


ƒRƒ�ƒi


ƒEƒCƒ‹ƒXŠ´�õ–hŽ~


‘Î�ô‚É‚æ‚è


ŒÂ�lŽí–Ú‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í�C


‹¤’Ê‚Ì•”


‚Ì‚Ý‚Æ‚³‚¹


 


         


ていただきます。


 


  


その結果から


全国大会の選考を


します


。


 


１１


 


競技規定と方法


 


（１）


競技規定


 


  


全空連の競技規定及び中空連審判団申し合わせ事項による。
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団体組手競技，団体形競技は，学校別対抗とし各校からの参加制限はしない。
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団体形，団体組手の選手人数は３人制とする。なお，団体組手は最低２名でも参加可能


 


 


とする。（その場合は大将を棄権）


※全国大会も各校男女別１チーム３人制（２名可能）です。
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団体組手競技に登録された選手のオーダー変更は自由とする。
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団体組手競技はチーム１試合目のみ勝敗に関係なく大将戦まで行い，その後は勝敗がついた時
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組手競技はトーナメント方式とする。
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各種目３位決定戦を行う。
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本大会で演武できる形は，全空連得意形リストに記載されている形及び，鉄騎（ナイハ


           


ンチ）


 


初段〜三段，サンチン，ゲキサイ


�T


，ゲキサイ


�U


，平安（ピンアン）初段〜五段


           


とする。


 


�J


予選は


，


全空連第１指定形，又は鉄騎（ナイハンチ）初段〜三段，サンチン，ゲキサイ


�T


，


           


ゲキサイ


�U


，平安（ピンアン）初段〜五段の中から選び演武する。ただし


,


準決勝進出に


           


関わる同点が出た場合は再演武を行う。


その際の形は


，予選で演武した以外の形とする。


 


�K


準決勝は，全空連第２指定形の中から選び演武する。ただし決勝進出に関わる同点が出た場合
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決勝は，全空連得意形リストの中から選び演武する。予
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以外の形とする。予選及び準決勝第で演武した形を演武してもよい。
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準決勝・決勝進出に関わる同点は，次の順で勝敗を決する。


 




第 １ ９ 回   鹿児島県中学生空手道大会（兼，全国大会予選）実施要項   １   趣   旨     県内中学生の空手道を通して健全育成及び親睦交流を図ると共に，本県の空手道           の競技力向上に寄与することを目的とする。また，本大会は全国中学生大会の予選   を兼ねて開催する。     ２   名   称     第 １ ９ 回   鹿児島県中学生空手道大会（ 兼 全国 中学生空手道選手権 大会予選）     ３   主   催     鹿児島県中学校空手道連盟   ４   主   管     鹿児島県中学校空手道連盟   ５   後   援     （公財） 全空連・鹿児島県空手道連盟   ６   日   時      令和 ４ 年 ６ 月 ５ 日（日 ）       ８時 ３ ０分～１６時 ００分 （開館８：３０）   ７   日   程     ８時 ３ ０分～   ９ 時 ０ ０ 分     役員打ち合わせ ・ 諸準備             ８時３０分～   ９時０ ０ 分     選手受付・登録確認            （８時４０分～   ９時０ ０ 分）    諸会議（審判・監督・役員）             ９時１０分～   ９時２ ０ 分     諸連絡             ９時３０ 分～１５時４５分     競技            １５時４５分～１６時００分     諸連絡     ８     会   場     日置市伊集院総合 体育館              日置市伊集院町郡一丁目 60 番地    ＴＥＬ   ０９９－２７３－１０３３     ９   参加資格    全日本空手道連盟 ，鹿児島県空手道連盟 に登録している者。   ＊ 団体戦において所属中学校単位での参加とする。   ＊ 中学校の部活動等で活動 してお り 全空連及び県連に登録してない 者，道場で全空連 及び県連に登録してない者は ， 必ず 全空連及び県連に 登録すること。   １０   競技種目     男女別…   ①団体組手   ②個人組手（共通の部 のみ ）                 ③団体形     ④個人形（共通の部 のみ ）              ＊ 新型 コロナ ウイルス感染防止 対策により 個人種目については， 共通の部 のみとさせ             ていただきます。      その結果から 全国大会の選考を します 。   １１   競技規定と方法   （１） 競技規定      全空連の競技規定及び中空連審判団申し合わせ事項による。   （２） 競技方法   ① 団体組手競技，団体形競技は，学校別対抗とし各校からの参加制限はしない。   ② 団体形，団体組手の選手人数は３人制とする。なお，団体組手は最低２名でも参加可能     とする。（その場合は大将を棄権） ※全国大会も各校男女別１チーム３人制（２名可能）です。   ③ 団体組手競技に登録された選手のオーダー変更は自由とする。   ④ 団体組手競技はチーム１試合目のみ勝敗に関係なく大将戦まで行い，その後は勝敗がついた時 点で大将戦は行わない。   ⑤ 組手競技はトーナメント方式とする。   ⑥ 組手競技は６ポイント差とし，時間は１分 ３０秒フルタイム とする。   ⑦ 組み手競技は 「先取」を適用する。   ⑧ 各種目３位決定戦を行う。   ⑨ 形競技   ＊予選 ， 準決勝， 決勝共に採点 方式とする。   ⑩ 本大会で演武できる形は，全空連得意形リストに記載されている形及び，鉄騎（ナイハ             ンチ）   初段～三段，サンチン，ゲキサイ Ⅰ ，ゲキサイ Ⅱ ，平安（ピンアン）初段～五段             とする。   ⑪ 予選は ， 全空連第１指定形，又は鉄騎（ナイハンチ）初段～三段，サンチン，ゲキサイ Ⅰ ，             ゲキサイ Ⅱ ，平安（ピンアン）初段～五段の中から選び演武する。ただし , 準決勝進出に             関わる同点が出た場合は再演武を行う。 その際の形は ，予選で演武した以外の形とする。   ⑫ 準決勝は，全空連第２指定形の中から選び演武する。ただし決勝進出に関わる同点が出た場合 は再演武を行う。その際の形は，準決勝で演武した以外の形とする。予選で演武した形を演武 してもよい。   ⑬ 決勝は，全空連得意形リストの中から選び演武する。予 選，準決勝で使用した形を演武             してもよい。順位決定で同点が出た場合は再演武を行う。その際の形は，決勝で演武した             以外の形とする。予選及び準決勝第で演武した形を演武してもよい。   ⑭ 準決勝・決勝進出に関わる同点は，次の順で勝敗を決する。  

